
旅
行
先
別
の
旅
行
者
居
住
地

大
都
市
と
近
隣
が
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
旅
行
年
報

」か
ら

公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社

旅
行
先
別
の
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と

京
都
、奈
良
、島
根
は「
文
化
的
な
名
所
」

（１０）第２７７６号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１１月２２日（土曜日）

　
観
光
分
野
の
調
査
研
究
機
関
、

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

（
志
賀
典
人
会
長
）
は
、
「
旅
行

年
報
２
０
１
４
」
を

月
に
発
行

し
た
。
同
書
は
、
旅
行
市
場
や
観

光
産
業
、
観
光
地
、
観
光
政
策
な

ど
に
関
す
る
各
種
統
計
資
料
を
も

と
に
お
よ
そ
過
去
一
年
の
動
向
を

概
観
す
る
も
の
。
こ
こ
で
は
そ
の

中
か
ら
抜
粋
し
、
国
内
宿
泊
観
光

旅
行
（
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
目
的
と
す
る
国
内
宿
泊
旅

行
）
に
つ
い
て
の
「
旅
行
先
と
居

住
地
」
「
旅
行
先
と
最
も
楽
し
み

に
し
て
い
た
こ
と
」
の
二
つ
の
調

査
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
来
訪
者
の
居
住
地
特
性
は
都
道

府
県
ご
と
に
異
な
る
が
、
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
大
都
市
居
住

者
（
南
関
東
、
近
畿
）
と
近
隣
居

住
者
が
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
。

　
北
海
道
・
東
北
地
方
は
い
ず
れ

も
南
関
東
在
住
の
旅
行
者
の
シ
ェ

ア
が
最
も
高
く
、
次
い
で
北
海
道

で
は
道
内
在
住
、
青
森
、
岩
手
で

は
北
東
北
在
住
、
宮
城
、
秋
田
、

山
形
、
福
島
で
は
南
東
北
在
住
者

の
シ
ェ
ア
が
高
い
。

　
関
東
と
甲
信
越
地
方
で
は
、
東

京
を
除
き
南
関
東
在
住
者
の
シ
ェ

ア
が
高
く
、
特
に
栃
木
、
群
馬
、

神
奈
川
で
は
４
割
以
上
を
占
め

る
。
次
点
を
見
る
と
、
北
関
東
は

近
隣
居
住
者
で
あ
る
北
関
東
在
住

者
の
比
率
が
高
い
が
、
千
葉
、
神

奈
川
は
東
海
と
近
畿
地
方
の
シ
ェ

ア
が
高
い
。
東
京
は
こ
れ
ら
の
県

と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
、
全
国

各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。

　
東
海
や
北
陸
地
方
で
は
、
東
京

と
大
阪
と
い
う
大
都
市
に
挟
ま
れ

て
い
る
立
地
の
影
響
が
表
れ
て
い

る
。
関
東
地
方
に
隣
接
す
る
静
岡

で
は
南
関
東
か
ら
の
旅
行
者
が
過

半
数
を
占
め
る
が
、
近
畿
地
方
に

隣
接
す
る
三
重
、
岐
阜
で
は
近
畿

在
住
の
旅
行
者
が
最
も
多
い
。
北

陸
で
も
富
山
は
南
関
東
か
ら
、
石

川
、
福
井
に
は
近
畿
か
ら
の
旅
行

者
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
近
畿
地
方
の
う
ち
、
滋
賀
、
兵

庫
、
和
歌
山
は
近
隣
居
住
者
で
あ

る
近
畿
在
住
者
の
比
重
が
大
き
い

地
域
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
京

都
、
大
阪
、
奈
良
に
は
南
関
東
か

ら
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
て
お

り
、
次
い
で
東
海
地
方
か
ら
の
旅

行
者
が
多
い
。

　
中
四
国
地
方
は
関
東
や
近
畿
地

方
か
ら
の
旅
行
者
が
多
く
を
占

め
、
近
隣
居
住
者
よ
り
も
主
要
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
九

州
に
隣
接
す
る
山
口
の
み
、
九
州

・
沖
縄
か
ら
の
旅
行
者
の
シ
ェ
ア

が
最
も
高
い
。

　
九
州
は
九
州
在
住
の
旅
行
者
が

多
い
。
沖
縄
は
、
南
関
東
か
ら
の

旅
行
者
が
４
割
弱
を
占
め
最
も
多

い
。

　
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
都
道
府
県
別
に
見
る

と
、
一
つ
の
目
的
の
シ
ェ
ア
が
５

割
を
超
え
た
の
は
京
都
、
奈
良
、

島
根
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
府

県
も
「
文
化
的
な
名
所
（
史
跡
、

社
寺
仏
閣
な
ど
）
を
見
る
こ
と
」

に
楽
し
み
が
集
中
し
た
。
一
方
、

岩
手
、
宮
城
、
茨
城
、
埼
玉
、
新

潟
、
福
岡
は
目
的
が
分
散
し
て
い

る
。

　
「
温
泉
に
入
る
こ
と
」
は
、
鬼

怒
川
・
塩
原
温
泉
な
ど
を
有
す
る

栃
木
、
草
津
・
伊
香
保
温
泉
な
ど

を
有
す
る
群
馬
、
熱
海
・
伊
東
温

泉
な
ど
を
有
す
る
静
岡
、
別
府
・

由
布
院
温
泉
な
ど
を
有
す
る
大
分

で
３
割
を
超
え
て
お
り
、南
東
北
、

北
関
東
、
九
州
で
は
高
い
シ
ェ
ア

と
な
っ
て
い
る
。

　「
文
化
的
な
名
所
を
見
る
こ
と
」

は
、
前
述
の
京
都
、
奈
良
、
島
根

を
含
む
近
畿
と
中
国
地
方
で
の
シ

ェ
ア
が
高
い
。

　
「
自
然
景
観
を
見
る
こ
と
」
は

青
森
、
徳
島
、
高
知
で
の
シ
ェ
ア

が
３
割
を
超
え
、北
海
道
、秋
田
、

福
島
、
富
山
、
山
梨
、
長
野
、
宮

崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
で
も
２
割
を

超
え
る
。

　
「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」
は
石
川
、
福
井
、
愛
知
、
兵

庫
、
香
川
、
高
知
で
２
割
超
で
あ

っ
た
。

　
「
観
光
・
文
化
施
設
（
水
族
館

や
美
術
館
、テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
）

を
訪
れ
る
こ
と
」
は
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
あ
る
千
葉
で
の

シ
ェ
ア
が
４
割
を
超
え
て
い
る
ほ

か
、
多
種
多
様
な
観
光
・
文
化
施

設
を
有
す
る
東
京
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
あ

る
大
阪
で
の
シ
ェ
ア
も
２
割
を
超

え
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
を
楽
し
む
こ
と
」
は
多
く
の
ス

キ
ー
場
を
有
す
る
新
潟
、
長
野
、

「
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
」
は

東
北
三
大
祭
り
が
あ
る
青
森
、
秋

田
、
宮
城
で
比
較
的
高
い
比
率
と

な
っ
た
。


